負　　担　　協　　定　　書
広島市（以下「甲」という。）と開発事業者　○○○○（以下「乙」という。）は、次に掲げる宅地開発に伴い、広島西部丘陵都市の根幹的都市基盤施設整備に係る開発者負担要綱（以下「負担要綱」という。）の規定に基づき、○○○○地区に係る負担事業宅地（以下「負担事業宅地」という。）の無償提供に関して、次のとおり協定を締結する。
	位　　　置
	開 発 面 積

	
	○○○，○○○．○○平方メートル


　（負担事業宅地の基準面積の決定）
第１条　甲及び乙は、負担事業宅地の基準面積（平地面積）を次のとおり決定することとした。
	負担事業宅地の基準面積
	○，○○○．○○平方メートル


　（無償提供する負担事業土地の位置及び面積）
第２条　宅地造成等規制法第１２条に規定する工事完了の手続き完了後、完成宅地（平地）のうちから、乙が甲に無償提供する負担事業宅地の位置及び面積については、前条の基準面積を基に、今後、甲と乙との協議により決定するものとする。
　（負担契約の締結）
第３条　前条による協議が成立した場合、甲と乙とは、前条に規定する工事完了の手続完了までに、負担事業宅地の位置及び面積について負担契約を締結するものとする。
　（疑義の決定）

第４条　この協定書に関し疑義を生じたとき、又はこの協定書に定めのない事項については、甲・乙協議のうえ、決定するものとする。なお、重要な事項については、書面により決定する。
　　この協定の締結を証するため本書２通を作成し、甲・乙記名押印のうえ各自その１通を保有する。
　　平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島市　代表者    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島市長      　　松　井　一　實
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙
